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ズムに分けて考察し、背面地盤の全体的な変形挙動は 2 次元的変形特性を示し、壁面は 3 次元的変形特性を示すこと
を明らかにした。
第 6 章では、第 5 章で考察した補強地山の掘削時における背面地盤の変形特性に及ぼす補強材の影響について検討
した。すなわち、補強材の水平間隔および断面積を変動パラメータとして数値解析を行い、壁面における変形特性に
及ぼす補強材の影響を考察し、壁面の 3 次元的変形特性に関する重要な知見を明らかにした。












および 2 次元解析結果から補強地山の 3 次元的変形特性を求める推定式について検討・提案し、地山補強土工法にお
ける掘削背面地盤の変形を考慮、した設計法を提案している。
以上の結果を具体的に要約すると、以下のとおりである。
(1) 補強地山の変形挙動を評価するための 3 次元数値解析法を適用して、模型実験結果および現場計測結果を再現
することにより、その妥当性を定性的および定量的に確認している。
(2) 地山補強土地盤の数値シミュレーションにより、掘削背面地盤の変形特性、補強材ノぐラメータの影響、補強地
山壁面の 3 次元的変形特性の簡易推定式を示すとともに、全体的な変形メカニズムと局所的な壁面変形メカニ
ズムを明らかにしている。
(3) 以上の結果を総合して、地山補強土工法における掘削背面地盤の変形を考慮した設計法を提案している。
以上のように、本論文は補強地山における掘削背面地盤の変形特性を明らかにするとともに、地山補強土工法に対
する設計法の確立に貢献したものであり、地盤工学および土木工学の進歩に寄与するところが大きい。よって本論文
は博士論文として価値あるものと認める。
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